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︻
今
月
の
表
紙
か
ら
︼

 

高
原
の
花
が
あ
な
た
を
呼
ん
で
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
夏
の
乙
女
高
原
〜

　
標
高
１
、
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
乙
女
高
原
で
は
、
初
夏

か
ら
初
秋
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

草
原
の
中
に
作
ら
れ
た
遊
歩
道
で
は
、
少
し
歩
い
た
だ
け

で
、
次
か
ら
次
へ
い
ろ
ん
な
花
が
⋯
⋯
。

　
ま
た
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
森
の
中
に
入
る
と
、
草
原

と
は
違
っ
た
花
や
木
々
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、自
ら
植
物
や
昆
虫
を
探
す

の
も
よ
し
、
面
倒
く
さ
が
り
屋
さ
ん
は
、
乙
女
高
原
案
内

人
に
案
内
し
て
も
ら
う
の
も
よ
し
、楽
し
み
方
は
あ
な
た

次
第
。

　
夏
休
み
、
海
や
山
に
行
く
の
も
い
い
で
す
が
、
近
場
で

の
ん
び
り
し
た
い
と
い
う
方
、そ
ん
な
あ
な
た
に
は
ぜ
ひ

お
す
す
め
し
た
い
、
夏
の
乙
女
高
原
で
す
。

　
　
　
　
　︻
乙
女
高
原
夏
の
イ
ベ
ン
ト
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
７
／
31
　
自
然
観
察
会

　
　
　
　
　
　
　
　
８
／
７
　
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
観
察
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
女
高
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
35
ー
３
６
８
２
︵
植
原
方
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
７
／
23
〜
８
／
28
の
土
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
内
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
︶

人口　39,530 人 （＋７人）

男性　19,010 人 （±０人）

女性　20,520 人 （＋７人）

世帯　14,023 世帯（＋ 27 世帯）

（平成 17 年７月１日現在）

ひ

と

の

動

き
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新
市
誕
生
記
念
　
　
　
　
 
６
月
17
Ό
19
日
 

第
10
回
万
葉
う
た
ま
つ
り

　
一
年
の
う
ち
で
、
万
葉
の
森
が
も
っ
と
も
に
ぎ
わ
う
﹁
万
葉
う
た

ま
つ
り
﹂。
今
年
は
、
10
回
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
新
市
の
誕
生
も
記
念

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
か
ら
の
３
日
間
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
メ
イ
ン
と
な
る
万

葉
歌
の
朗
唱
を
は
じ
め
、
聴
く
人
あ
り
演
じ
る
人
あ
り
⋯
⋯
、
多
く

の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
で
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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初
代
助
役
、
収
入
役
が
就
任

山
梨
小
、
後
屋
敷
小
で

工
事
始
ま
る

　
７
月
１
日
、
新
﹁
山
梨
市
﹂
の
初
代
助
役
・

収
入
役
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
合
併
直
後
で
調
整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
固
め
る

大
切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
助
役
に
つ

い
て
は
二
人
体
制
を
と
り
ま
し
た
。

　
助
役
に
は
旧
牧
丘
町
長
で
新
﹁
山
梨
市
﹂

の
職
務
執
行
者
で
も
あ
っ
た
廣
瀬
義
一
氏

と
、
旧
山
梨
市
の
職
員
で
合
併
協
議
会
の
事

務
局
長
を
務
め
た
松
木
吉
雄
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
廣
瀬
助
役
は
、
主
に
外
交
的
、
事
業
系
を

担
当
、
松
木
助
役
は
、
内
政
的
、
企
画
・
総

務
・
民
生
系
を
担
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
役
に
は
旧
三
富
村
収
入
役
の

花
輪
今
朝
秋
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
市
立
山
梨
小
学
校
に
お
い
て

屋
内
運
動
場
建
設
工
事
起
工
式
を
、
後
屋
敷

小
学
校
に
お
い
て
耐
震
補
強
大
規
模
改
修
及

び
校
舎
・
学
童
ク
ラ
ブ
室
増
築
工
事
の
起
工

式
を
行
い
ま
し
た
。

■
山
梨
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
工
事

　
今
回
の
工
事
は
、
既
存
の
屋
内
運
動
場
の

老
朽
化
に
伴
う
全
面
建
て
替
え
工
事
で
す
。

　
建
て
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
15
年
度

に
実
施
し
た
日
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

工
事
と
同
様
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用

し
、
児
童
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
設
計
し
て

い
ま
す
。

　
新
屋
内
運
動
場
は
ト
イ
レ
、
更
衣
室
、
倉

庫
を
完
備
し
、
延
べ
床
面
積
９
２
６
平
方

メ
ー
ト
ル
、
ア
リ
ー
ナ
部
６
４
４
平
方
メ
ー

ト
ル
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
２
面
を
有
す
る
市
内

小
学
校
最
大
級
の
も
の
で
す
。

　
総
事
業
費
は
３
億
２
、
３
９
５
万
円
で
、

完
成
は
、
来
年
３
月
の
予
定
で
す
。

■
後
屋
敷
小
学
校
耐
震
補
強
大
規
模
改
修

　
お
よ
び
校
舎
・
学
童
ク
ラ
ブ
室
増
築
工
事

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生
活
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
時
に
お
け

る
住
民
の
非
難
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

場
合
で
も
、
安
心
・
安
全
な
施
設
で
あ
る
よ

う
に
耐
震
度
の
高
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
順
次
既
存
施
設
の
耐
震

補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
耐
震
補
強

工
事
も
そ
れ
に
当
た
る
も
の
で
す
。

　
後
屋
敷
小
で
は
、
構
造
補
強
工
事
の
ほ

か
、
屋
上
の
防
水
や
機
械
・
電
気
設
備
な
ど

の
全
面
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
増
築
工
事
と
し
て
、
鉄
筋
３
階
建
・

延
べ
床
面
積
４
３
８
平
方
メ
ー
ト
ル
に
パ
ソ

コ
ン
教
室
・
児
童
会
室
・
児
童
用
男
女
ト
イ
レ

を
造
り
、
１
階
部
分
に
は
学
童
ク
ラ
ブ
を
併

設
し
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
３
億
３
、
０
０
０
万
円
で
、
完

成
は
、
来
年
３
月
の
予
定
で
す
。

防
災
パ
ネ
リ
ス
ト
に
市
長

ひろ せ よしかず

廣瀬 義一　助役
まつ き よし お

松木 吉雄　助役
はな わ け さ あき

花輪 今朝秋 収入役

起工式のようす

（上：山梨小、

　　右：後屋敷小）

　
７
月
10
日
、
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
﹁
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５

in
山
梨
﹂︵
主
催
　
山
梨
日
日
新
聞
社
ほ
か
︶

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
市
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
、
各
地
で
発

生
し
た
災
害
に
お
い
て
、
多
く
の
人
命
、
財

産
が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
の
軽
減
や

災
害
に
強
い
地
域
社
会
づ
く
り
、
個
人
、
地

域
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を
考
え
よ

う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
長
は
、
洪
水
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
山
梨
市
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
の
か
、
山
梨
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用

い
て
説
明
し
、
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ
り
住
民

意
識
が
向
上
し
た
こ
と
や
、
水
防
に
つ
い
て

の
意
識
高
揚
の
た
め
行
っ
て

い
る
日
川
小
学
校
の
水
防
訓

練
の
こ
と
な
ど
を
発
表
。
ま

た
、
災
害
対
策
の
た
め
の
行

政
と
自
治
会
と
の
日
頃
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
な
ど
を
参
加
者
と
と
も

に
考
え
ま
し
た
。
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新
し
い
山
梨
消
防
署
が
完
成

︽
８
月
の
対
話
コ
ー
ナ
ー
予
定
︾

︻
日
程
お
よ
び
場
所
・
対
象
者
︼

17
日
︵
水)

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

　
　
山
梨
市
役
所
・
山
梨
地
域
住
民

18
日
︵
木)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　

　
　
牧
丘
支
所
・
牧
丘
地
域
住
民

19
日
︵
金)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
三
富
支
所
・
三
富
地
域
住
民
　

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
の
対
応
や
待
ち

時
間
の
解
消
の
た
め
に
も
、
お
手
数
で
す
が

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
申
込
・
問
い
合
わ
せ
︼

　
総
務
課
広
聴
広
報
担
当

 

　
☎
22
ー
１
１
１
１(

内
線
２
２
６)

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

　﹁
広
報
や
ま
な
し
７
月
号
﹂
の
７
ペ
ー

ジ
、
各
地
区
区
長
紹
介
の
記
事
中
、
日
下

部
地
区
の
地
区
会
長
で
あ
る
山
下
隆
さ

ん
に
地
区
会
長
を
示
す
★
印
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
本
人
お
よ
び
同
地

区
の
皆
様
に
は
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
い
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

︻
日
下
部
地
区
︼

小
原
西
１
区
＝
大
村
彰
、
小
原
西
２
区
＝

岡
好
宜
○
☆
、
小
原
西
３
区
＝
山
下
隆

★
、 

市
営
住
宅
小
原
団
地
＝
三
枝
弘
明
、

小
原
東
４
区
＝
古
屋
弘
和
、
小
原
東
５
区

＝
戸
泉
重
雄
☆
、
小
原
東
６
区
＝
古
屋
貞

夫
、
県
営
住
宅
東
山
梨
団
地
＝
三
井
勝
、

七
日
市
場
＝
手
塚
範
幸
、
下
井
尻
＝
依
田

道
彦
︵
敬
称
略
︶

市
長
と
の
対
話
コ
ー
ナ
ー

が
ス
タ
ー
ト

▼社会福祉資金として

　前田喜美代様  (南)　 --------------20 万円

　細川　俊宏様(万力)　 -------------10 万円

　渡辺　慎司様(大野)　 -------------20 万円

　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥

　
６
月
か
ら
﹁
市
長
と
の
対
話
コ
ー
ナ
ー
﹂

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
旧
山
梨
市
に
お
い
て

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
た
も
の
で
、
新
市
に

お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市

民
の
み
な
さ
ま
が
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

や
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
市
政
に
対
す

る
疑
問
な
ど
を
市
長
と
直
接
話
し
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

　
初
回
の
６
月
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
、
市
営
バ
ス
の
本
格
運
行
に
向
け
て
の
ご

意
見
、
ご
提
案
な
ど
７
組
の
方
と
対
話
を
し

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
毎
月
１
回
、
各
地
域

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

６月の対話コーナーの１コマ（牧丘支所）。

　
か
ね
て
か
ら
日
下
部
警
察
署
跡
地
に
建
設

中
だ
っ
た
山
梨
消
防
署
の
新
施
設
が
完
成
し
、

７
月
11
日
、
現
地
に
お
い
て
、
竣
工
記
念
式

典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
施
設
は
２
階
建
て
、
延
床
面
積
が

９
３
２
・
６
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
事
務
室
、

待
機
室
な
ど
の
執
務
ゾ
ー
ン
、
車
庫
や
防
火

依
収
納
庫
な
ど
の
車
庫
ゾ
ー
ン
、
仮
眠
室
、
洗

面
所
な
ど
の
待
機
ゾ
ー
ン
、
講
堂
、
会
議
室

な
ど
の
講
堂
ゾ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
と
し
て
、
防
災
備

蓄
庫
、
自
家
用
発
電
設
備
、
自
家
用
給
油
設

備
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
署
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
さ
せ
る
よ
う
な
ガ
ラ
ス
張
り

の
造
り
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
外
部

か
ら
光
が
取
り
入
れ
や
す
く
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
執
務
ゾ
ー
ン
と
待
機
ゾ
ー
ン

と
の
区
分
け
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。

　
小
川
消
防
署
長
は
、﹁
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

に
よ
っ
て
、
快
適
な
職
場
環
境
が
整
い
ま
し

た
。
新
し
い
市
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
取
り
組
み
た
い
。﹂
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
山
梨
消
防
署
で
は
、
施
設
見
学
を

受
け
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
山
梨
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

施設見学申込先　☎ 22-0119（山梨消防署）

　※必ず事前に申し込んでください。

新しい消防署の外観

（上）。竣工記念式典よ

り（右）。
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【山梨市農業委員会名簿】

　
農
業
委
員
会
は
、﹁
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

及
び
地
方
自
治
法
の
規
定
﹂
に
基
づ
き
、
一
定
以
上

の
農
地
面
積
の
あ
る
市
町
村
に
は
必
ず
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
機
関
で
す
。

　
農
業
の
発
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
る
機
関
で
、選
挙
に
よ
る
委
員
と
、

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
、
山
梨
中
央
農
業
共

済
組
合
、
笛
吹
川
沿
岸
土
地
改
良
区
お
よ
び
市
議
会

の
推
薦
に
よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
合
議
体
の
行
政

委
員
会
で
す
。

︻
農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事
︼

　
農
業
委
員
会
が
行
う
業
務
は
農
業
委
員
会
法
第
６
条
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
区
分
は
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

■
法
令
業
務
︵
第
６
条
第
１
項
︶

　
農
業
委
員
会
だ
け
が
専
属
的
な
権
限
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
の
許
認
可
や
農
地
転
用
の
業

務
を
中
心
と
し
た
農
地
行
政
の
執
行
で
す
。
ま
た
、
農
地
に
関

連
す
る
資
金
や
税
制
な
ど
の
業
務
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
優
良
農
地

の
確
保
と
有
効
利
用
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

■
任
意
業
務
︵
第
６
条
第
２
項
︶

　
農
地
の
利
用
調
整
を
中
心
に
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い

く
た
め
の
業
務
で
す
。市
の
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
た
認
定

農
業
者
の
育
成
と
農
地
流
動
化
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
お
よ
び
農
業
者
に
関
す
る
調
査

研
究
や
情
報
活
動
も
、
農
業
の
発
展
、
農
業
者
の
地
位
の
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
答
申
の
業
務
︵
第
６
条
第
３
項
︶

　
こ
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
の
行
政
機
関
と
し
て

の
役
割
と
と
も
に
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
の
性
格
を

前
面
に
押
し
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
意
見
の

公
表
や
建
議
・
答
申
の
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

    

農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
中
で
農
業
者
の
声
を
積

み
上
げ
、農
業
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（敬称略）

※選挙による委員については、合併の特例に関する法律の規定により平成17年11月30日までの任期となります。

〜山梨市農業委員会委員紹介〜

農地を守り、農業の担い手を支援します！
農林課農地担当（牧丘庁舎）

☎ 35-3111（内線 106 〜 108）
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　〜山梨市総合計画審議会委員を

　　　　　　　　　　募集します〜

　市では、新市が目指す将来像や基本的なまちづくり

の方針を示す「山梨市総合計画」の内容について審議

していただく「山梨市総合計画審議会」の委員を募集

します。

■対　　象

　市内在住で、平成17年４月１日現在年齢18歳以上

の方。

■募集人数 ３人

■応募方法

　応募用紙を下記の①または②から選択してください。

選択した用紙に必要事項を記入の上、小論文を作成し、

総合政策課まで直接持参されるか、郵便でお送りくだ

さい。

⑴応募用紙　

①市ホームページから応募用紙をダウンロードする場合

　トップページの「市民情報のページへ」をクリック

し、次画面 の「市からのお知らせ」から「山梨市総合

計画審議会委員募集」を選択し、画面の「関連ＰＤＦ

ファイル」をクリックしてプリントアウトしてくださ

い。

②市販のレポート用紙を使用する場合

　Ａ４サイズのレポート用紙（横書き）に「氏名」・「生

年月日」・「年齢（平成17年４月１日現在）」・「住所」・

「性別」・「電話番号」・「職業」を記入のうえ、小論文を

作成してください。（ワープロ・手書き可）

⑵小論文　

　次のテーマにより 800 字程度で作成してください。

　テーマ　「山梨市・・・これからのまちづくり」

⑶選考結果　

　９月中旬までに、応募者本人へ通知します。

■応募受付期間

　８月１日（月）〜８月 31 日（水）

　（郵送の場合は、８月 31 日消印有効）

■任　　期 おおむね平成17年９月〜平成18年11月

■そ の 他

　月１回〜２回程度の審議会開催を予定しています。

また、若干の報酬もでます。

 〜山梨市男女共同参画推進委員を

　　　　　　　　　　 募集します〜

　市では、男女共同参画社会の実現のため、山梨市男女

共同参画推進委員を募集します。この推進委員は、男女

共同参画社会の推進を図り、進捗状況のチェックを行う

とともに、調査・研究し、市への提言を行います。

■対　　象　

　市内在住または在勤で、平成 17 年４月１日現在

年齢 18 歳以上の方。

■募集人数　若干名

■応募方法　

　応募用紙を下記の①または②から選択してください。

選択した用紙に必要事項を記入の上、小論文を作成し、

総合政策課まで直接持参されるか、郵便でお送りくだ

さい。

⑴応募用紙

①市ホームページから応募用紙をダウンロードする場合

　トップページの「市民情報のページへ」をクリック

し、次画面 の「市からのお知らせ」から「山梨市男女

共同参画推進委員募集」を選択し、画面の「関連ＰＤ

Ｆファイル」をクリックしてプリントアウトしてくだ

さい。

②市販のレポート用紙を使用する場合

　 Ａ４サイズのレポート用紙（横書き）に「氏名」・「生

年月日」・「年齢（平成17年４月１日現在）」・「住所」・

「性別」・「電話番号」・「職業」を記入のうえ、小論文を

作成してください。（ワープロ・手書き可）

⑵小論文

　次のテーマにより 800 字程度で作成してください。

　 テーマ　「男女共同参画に対するわたしの意見」

⑶選考結果

　９月中旬までに、応募者本人へ通知します。

■応募受付期間

　８月１日（月）〜８月 31 日（水）

　（郵送の場合は、８月 31 日消印有効）

■任　　期　平成 17 年 10 月〜平成 19 年３月末日

■そ の 他

　委員会・研修参加など、月１回程度（平日昼間）の

活動を予定しています。また、若干の報酬もでます。

市政にあなたのご意見を！
＜各種委員募集のお知らせ＞

■申込・問い合わせはいずれも　山梨市役所総合政策課政策推進担当

　　☎ 22-1111（内線 233 〜 235）Ｅメール　sogoseisaku@city.yamanashi. lg.jp
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モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た

万
博
で
話
題
の
車
が
出
現
！

　

一
人
一
人
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
一
歩
。

　
法
務
省
首
唱
の
第
55
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
７
月
６
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
午
前
10
時
、
市
役
所
前
庭
で
開
始
式
を

行
っ
た
山
梨
市
実
施
委
員
会
は
、
山
梨
保
護

区
保
護
司
会
の
指
導
の
も
と
、
市
内
の
３
か

所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
、
ま
た
、
午

後
か
ら
は
、
各
中
学
校
を
訪
問
す
る
な
ど
、
運

動
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

市役所前庭で行われた出発式。

　
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
を
警
察

庁
が
支
援
す
る
﹁
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
﹂
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
地
区
と
し
て
、

東
山
梨
駅
周
辺
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、増
加
す
る
犯
罪
を
防

ぐ
の
は
警
察
の
力
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、地
域
住
民
が
自
主
的
に
防
犯
活
動
を
実
施

し
て
い
る
地
区
が
全
国
で
１
０
０
箇
所
選
ば
れ

た
も
の
で
、県
内
で
は
２
か
所
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
６
月
24
日
、
後
屋
敷
公
民
館
に
お
い
て
開

か
れ
た
指
定
書
交
付
式
で
は
、
県
警
察
安
全

部
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
指
定
通
知
書
や
帽

子
や
ベ
ス
ト
な
ど
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品

７
点
セ
ッ
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

指定通知書を受け取る森屋誠啓パトロール隊長（左）。

「本当は１人乗りだけど今日は特別！」、教授と一緒に試乗です。

　﹁
愛
・
地
球
博
﹂
の
パ
レ
ー
ド
車
﹁
ソ
フ
ト

Ｑ
カ
ー
﹂
が
、
６
月
29
日
、
市
内
に
初
登
場
。

　
こ
の
車
は
、
千
葉
商
科
大
の
小
栗
幸
夫
教
授

ら
が
開
発
し
た
も
の
で
、
電
光
板
に
速
度
を
色

表
示
す
る
こ
と
か
ら
、
周
囲
か
ら
車
の
速
度
が

わ
か
る
し
く
み
が
特
徴
で
、
電
気
で
走
る
の
で

エ
ン
ジ
ン
音
が
な
く
と
て
も
静
か
で
す
。

　
地
域
に
親
戚
が
あ
る
こ
と
か
ら
後
屋
敷
小

学
校
に
訪
れ
た
小
栗
教
授
は
、
子
ど
も
た
ち

に
﹁
21
世
紀
の
自
動
車
﹂
と
し
て
、
し
く
み

や
特
徴
を
ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
、
正
解
者
は

教
授
と
一
緒
に
試
乗
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、﹁
人
に
も
環
境
に
も
や
さ

し
い
。
大
人
に
な
っ
た
ら
こ
の
車
に
乗
り
た

い
﹂
と
、
お
気
に
入
り
の
よ
う
す
で
し
た
。

闇
を
舞
う
ホ
タ
ル
の

　
　
　
群
れ
に
感
激
！

来場者には、うちわとパンフレットが配られた（写真は万力公園）。

　
６
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
ホ
タ

ル
の
観
賞
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
観
賞
場
所
と
な
っ
た
万
力
公
園

と
八
幡
地
区
で
は
、
１
週
間
を
通

し
て
５
万
人
を
超
え
る
人
々
が
ホ

タ
ル
の
乱
舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
﹁
フ
ル
ー
ツ
公

園
か
ら
の
夜
景
と
ホ
タ
ル
観
賞
﹂

が
ツ
ア
ー
の
一
画
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客

が
山
梨
市
を
訪
れ
、
夜
景
や
ホ
タ

ル
観
賞
な
ど
、
初
夏
の
宵
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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ポ
ン
プ
操
法
大
会
結
団
式

　
７
月
10
日
、
市
民
農
園
﹁
夢
フ
ァ
ー
ム
﹂
　

で
、
山
梨
小
学
校
と
牧
丘
第
一
小
学
校
の
１
・

２
・
３
年
生
と
保
護
者
ら
90
人
が
、﹁
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
﹂
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
株
式
会
社
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
と
市

が
、
児
童
に
農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
農
業
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
計
画
し

た
も
の
で
す
。

　
﹁
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
よ
く
食
べ
る
が
、
収
穫
し

た
こ
と
は
な
い
﹂
と
い
う
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、

畑
は
前
日
の
雨
で
か
な
り
湿
っ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
ジ
ャ
ガ

イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
後
は
、
肉
ジ
ャ
ガ
と
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
を
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
掘
れ
た
よ
！

「ほらっ、たくさん掘れたよ。」と、親子で作業を楽しむ参加者。

　
７
月
11
日
、
第
41
回
山
梨
県
消
防
団
員
操

法
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
結
団
式
が
山
梨

南
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
加
納
岩
分
団
が
東
山
梨
地
域

の
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
結
団
式
で
は
、
藤
巻
団
長
が
﹁
分
団
の
た

め
、
地
域
の
た
め
、
市
の
た
め
、
自
分
自
身

の
た
め
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
選
手
を

激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て
加
納
岩
分
団
の

武
井
森
彦
班
長
が
﹁
新
生
山
梨
市
消
防
団
の

た
め
、
﹃
優
勝
﹄
の
二
文
字
を
持
ち
帰
り
ま

す
。﹂
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　
選
手
は
、
こ
れ
か
ら
10
月
16
日
に
開
催
さ

れ
る
大
会
ま
で
50
日
間
、練
習
を
行
い
ま
す
。

決意表明をする武井班長。

平成 17 年度交通安全功労表彰

表彰状を手にする中澤孝さん（左）と河野勝さん（右）。

　山梨県交通対策推進協議会（会長山梨県知事山本栄

彦）より、今年度の交通安全功労者として、河野勝さん

（一町田中）と中澤孝（下神内川）さんが表彰されました。

　この表彰は多年にわたり交通安全思想の普及高揚、ま

た、交通安全活動を積極的に実践し、交通事故防止に努

めた功績が顕著である個人、団体が表彰されるものです。

　お二人は現在も、日下部交通安全協会の会長・副会長、

県理事を務められ、また山梨県交通対策推進協議会交通

指導員として、交通安全に率先して取り組んでいます。

男女共同参画推進事業者表彰

県企画部の石井県民室長から表彰を受ける土橋利男事務長。

　６月11日、県立文学館で「男女共同参画推進月間」の
ひと ひと

一環として開かれた『地域発男と女とのフォーラム』に

おいて、地域で男女共同参画の普及啓発を積極的に行っ

ている事業者として、財団法人山梨厚生会山梨厚生病院

が表彰されました。

　表彰を受けた同病院の土橋利男事務長は、推進事例

発表において、女性の管理職登用や女性労働者の能力

発揮を促進する取り組み、また、女性職員の勤続年数

伸張のための職場環境づくりなどの取り組みを説明。

　また、医療機関という重圧・責任が重い職場におけ

る職員の心理、精神面のメンタルケアーへの配慮、カ

ウンセラーによるサポート体制の整備などについて、

発表しました。

受賞おめでとうございます
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新

市

最

初

の

定

例

議

会

が

終

了

第

２
回

山梨市
チャレンジ！

山梨市長　中村照人

まつ

国師岳からの稜線沿い（天狗尾根）にある岩に奉られる

剣。奥秩父の山々は、古くからの信仰の地でもある。

　
　
月
１
日
、
新
市
最
初
の
６
月
定
例

議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
改

正
案
を
は
じ
め
三
役
の
人
事
案
件
を
議

決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
助
役
を
二
人
と
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
、
合
併
直
後
で
調
整
項
目

に
し
て
も
１
０
０
項
目
ほ
ど
あ
り
、
ま

だ
時
間
を
か
け
て
調
整
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
始
め
、
通

常
業
務
は
勿
論
の
こ
と
、
当
面
取
り
組

む
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

　
・
山
梨
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会
の

　
　
設
置

　
・
セ
レ
ス
テ
ィ
カ
ジ
ャ
パ
ン
用
地
の

　
　
活
用
検
討
委
員
会
設
置

　
・
仮
称
　
行
財
政
改
革
諮
問
、
有
識

　
　
者
会
議
の
設
置

　
・
地
域
審
議
会
の
設
置

　
・
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
取
り
組
み

　
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
取
り
組
み
　

　
・
廃
棄
物
処
理
対
策

　
　︵
ご
み
焼
却
場
⋯
⋯
︶

　
・
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定

　
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

　
・
環
境
基
本
計
画
の
策
定

　
・
構
造
改
革
特
区
、
地
域
再
生
計
画

　
　
の
展
開

　
・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
展
開

　
　(

根
津
邸
整
備
・
駅
舎
改
装
な
ど)

　
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

　
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
配
備

　
・
各
種
計
画
・
構
想
の
統
合

　
・
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

　
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
構
想

　
・
道
路
網
整
備
計
画

　
・
小
中
学
校
二
学
期
制
　

　
な
ど
が
あ
り
、
合
併
効
果
を
短
期
間

に
最
大
限
引
き
出
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

新
市
の
基
礎
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
重

要
な
草
創
期
の
一
年
と
と
ら
え
て
い
る

た
め
で
す
。

　
広
瀬
助
役
に
は
、
主
に
外
交
的
、
事

業
系
各
課
を
、
松
木
助
役
に
は
、
内
政

的
、
企
画
・
総
務
・
民
生
系
各
課
を
担

当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
合
併
し
た
他
の
自
治
体
で
は
、
統
一

し
、
連
携
が
と
れ
た
行
政
組
織
の
構
築

に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
声
も
耳
に
し
て

い
ま
す
が
、
本
市
は
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

７

奥
秩
父
山
系
を
視
察

　
　
山
梨
市
は
、
隣
県
に
接
す
る
と

と
も
に
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
今
後
の

地
域
戦
略
を
立
て
る
た
め
に
も
現
地
調

査
は
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
２
日
、
市
職
員
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
議
員
、
登
山
家
の
皆
さ
ん
と

お
おだ
る
み

共
に
、
大
弛
峠
〜
夢
の
庭
園
〜
国
師
ヶ

岳
〜
天
狗
尾
根
〜
北
奥
千
丈
岳
を
、
ま

た
、
９
日
に
は
、
甲
武
信
ヶ
岳
を
視
察

新

登
山
し
ま
し
た
。
山
に
登
る
の
は
、
５

け
い
か
ん
ざ
ん

が
ん

か
さ
と
り

月
28
日
の
鶏
冠
山
林
道
〜
雁
峠
〜
笠
取

や
ま山

視
察
以
来
の
こ
と
で
し
た
。

　
奥
秩
父
の
山
々
は
、
甲
州(

山
梨
市)

、

武
州(

秩
父
市)

、
信
州(

川
上
村)

、
多
摩

の
４
つ
の
県
︵
市
町
村
︶
が
隣
接
し
て

い
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
は
、
﹁
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
﹂
と
し
て
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
切
り
離

せ
な
い
大
切
な
水
を
運
ぶ
笛
吹
川
︵
富

士
川
︶
、
荒
川
、
千
曲
川
、
多
摩
川
の
源

流
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
自
然
に
接
し
、
改
め
て

山
梨
市
の
﹁
大
き
な
財
産
﹂
で
あ
る
と

感
じ
入
る
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な
財

産
を
守
り
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
視
察
で
し
た
。

甲
武
信
ヶ
岳
に
向
か
う
登
山
道
に
て
。
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桃
の
新
品
種
を
開
発

遠
藤
　
昭
さ
ん
︵
正
徳
寺
︶

　﹁
﹃
日
川
白
鳳
﹄
の
苗
を
家
の
前
の
畑

に
植
え
た
だ
よ
。
そ
し
た
ら
屋
敷
神
さ

ん
の
ほ
う
に
伸
び
た
枝
の
桃
だ
け
が
育

ち
方
が
違
う
だ
よ
ね
。
ご
先
祖
さ
ん
の

ご
加
護
に
違
い
な
い
よ
ね
え
。
﹂
と
笑

う
遠
藤
さ
ん
。

　
早
生
品
種
﹃
日
川
白
鳳
﹄
を
栽
培
し

た
と
こ
ろ
、
一
枝
だ
け
が
突
然
変
異

し
、
他
の
枝
の
桃
よ
り
育
ち
が
早
い
こ

と
を
発
見
。
７
年
前
か
ら
近
所
の
人
や

農
協
・
県
職
員
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
苗
を
取
っ
て
育
て
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
桃
は
、
６
月
中
旬
に
熟
成
し
、

﹁
日
川
白
鳳
﹂
よ
り
も
１
週
間
か
ら
10

日
程
度
成
熟
期
が
早
い
の
が
特
徴
で
、

商
品
化
さ
れ
れ
ば
﹁
早
生
桃
﹂
の
出
荷

量
が
少
な
い
６
月
に
市
場
出
荷
で
き
有

利
に
販
売
で
き
る
こ
と
か
ら
、
平
成
13

年
に
品
種
登
録
を
出
願
。
今
年
１
月
、

よ
う
や
く

品
種
登
録

の
通
知
が

手
元
に
届

き
ま
し
た
。

　
名
称
は
﹁
ク
ィ
ー
ン
遠
藤
﹂。
果
汁
が

多
く
甘
み
は
ほ
ど
よ
く
酸
味
は
少
な

い
、
果
実
の
大
き
さ
は
２
５
０
グ
ラ
ム

前
後
と
﹁
早
生
桃
﹂
に
し
て
は
大
き
く
、

果
形
や
着
色
は
同
時
期
に
出
荷
さ
れ
る

桃
よ
り
も
良
好
で
着
色
が
つ
き
や
す

く
、
落
下
が
少
な
い
の
が
特
徴
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
苗
木
１
、
５
０
０

本
を
近
隣
の
果
実
農
家
へ
初
出
荷
し
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
６
月
に
は
、
自
ら

名
付
け
た
﹁
ク
ィ
ー
ン
遠
藤
﹂
と
し
て

初
の
出
荷
も
。

　
﹁
こ
れ
か
ら
も
農
協
や
関
連
機
関
の

協
力
を
得
て
県
内
の
農
家
に

販
売
し
、
山
梨
県
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
確
立
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
﹂
と
語
る
遠
藤
さ

ん
。

　
明
る
い
話
題
の
少
な
い
農

業
で
す
が
、
こ
の
品
種
の
普

及
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
増

加
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　﹁
６
月
７
日
、
生
涯
学
習
課
で
電
話
受
付
﹂
と
広

報
に
載
っ
て
い
た
の
で
、
６
月
１
日
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
﹁
７
日
は
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け

る
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
再
度
、
７
日
午
前
８
時

30
分
頃
電
話
を
入
れ
て
み
る
と
、﹁
も
う
定
員
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
担
当
者
か
ら
の
返
答
。

　
電
話
回
線
が
テ
レ
フ
ォ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ

う
に
数
十
回
線
あ
り
20
〜
30
分
で
定
員
い
っ
ぱ
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
時
間
も

早
く
３
回
線
程
度
の
電
話
回
線
で
開
始
前
に
定
員

以
上
の
受
付
が
可
能
で
し
ょ
う
か
？
何
か
裏
に
か

ら
く
り
が
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
役

所
に
関
係
の
あ
る
方
の
子
ど
も
の
み
の
受
付
で

し
ょ
う
か
？
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
回
答
し
ま
す

　
青
少
年
県
外
交
流
事
業
﹁
子
ど
も
地
球
探
検

隊
﹂
隊
員
募
集
に
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も

職
員
の
見
込
み
を
は
る
か
に
上
回
る
反
響
を
頂

き
、
申
込
受
付
開
始
日
６
月
７
日
の
午
前
８
時
25

分
頃
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
20

分
ほ
ど
で
定
員
に
達
す
る
と
い
う
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
締
め
切
り
後
、
多
く
の
申
し
込
み
を
お
断

り
す
る
結
果
に
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
も
う
一
つ

の
事
業
︵
海
の
自
然
探
偵
団
︶
の
参
加
申
込
を
同

日
午
前
９
時
に
設
定
し
た
た
め
、
皆
様
に
混
乱
を

生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
誠
に
申

し
訳
な
く
重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
球
探
検
隊
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
来
な
ら
ば
交
流
先
の
山
口
県
秋
芳
町
の
方
々
を

迎
え
る
予
定
で
し
た
が
、
先
方
の
事
情
に
よ
り
、

﹁
山
梨
市
を
訪
れ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
逆
に

少
人
数
な
ら
ば
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

い
う
連
絡
を
受
け
、
こ
ち
ら
が
秋
芳
町
を
訪
れ
る

と
い
う
か
た
ち
で
交
流
の
続
行
が
決
定
し
ま
し

た
。
本
年
度
に
つ
い
て
は
迎
え
る
側
と
し
て
の
予

算
の
み
し
か
用
意
し
て
お
ら
ず
、
先
方
に
行
く
に

は
定
員
を
少
な
く
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
選
考
の
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
事
業
実
施
ま

で
の
期
間
が
差
し
迫
っ
て
い
る
な
か
で
、
秋
芳
町

と
の
調
整
な
ど
を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
、
先
着

順
・
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
な
し
と
い
う
方
法
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
外
枠
に
つ
い
て
で
す

が
、
隊
員
指
導
を
行
う
山
梨
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
た
め
の
特
別
枠
を
設
け
ま
し
た

が
、
そ
の
他
参
加
者
の
市
職
員
優
先
枠
の
類
は
存

在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
今
回
の
よ
う
に
申
し
込
み
が
多
数
と
な

る
と
予
想
さ
れ
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
抽
選
に
よ
る
方

法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
応
募
の
受
付
方
法
や
選

考
方
法
を
考
慮
し
、
よ
り
よ
い
事
業
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　︿
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当
﹀

もしもし、

市役所ですか？

Ｑ、青少年県外交流事業

「子ども地球探検隊」

隊員募集について

おたずねします（山梨市民）

☎22-1111（内線225、226）

総務課広聴広報担当

おいしそうに色付いた

クィーン遠藤（６月 20 日）
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︻
新
着
図
書
紹
介
︼

■
日
本
の
小
説
⋯
⋯
座
礁
︵
江
上
剛
︶

／
ド
イ
ツ
イ
エ
ロ
ー
も
し
く
は
あ
る
広

場
の
記
憶
︵
大
崎
善
生
︶
／
蒲
公
英
草

紙
︵
恩
田
陸
︶
／
鬼
哭
青
山
遥
か
な
り

︵
北
上
秋
彦
︶
／
陽
気
な
幽
霊
︵
栗
本

薫
︶
／
夏
の
吐
息
︵
小
池
真
理
子
︶
／

極
点
飛
行
︵
笹
本
稜
平
︶
／
無
頼
の
絵

師
︵
沢
田
ふ
じ
子
︶
／
天
使
が
い
た
三

十
日
︵
新
堂
冬
樹
︶
／
小
説
田
中
久
重

︵
童
門
冬
二
︶
／
シ
リ
ウ
ス
の
道
︵
藤
原

伊
織
︶
／
浄
土
︵
町
田
康
︶
／
ソ
ウ
ル

で
逢
え
た
ら
︵
松
岡
圭
祐
︶
／
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 「絶海にあらず　上・下巻」
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　市文化協会および市教育委員会では、取り組みやすく

誰でもすぐできる初心者俳句教室を開催します。

この機会に俳句を学んでみませんか。

■日時および内容

　全日程とも時間は午後１時 30 分〜３時です。

初心者俳句教室参加者募集〜秘められた感性を磨く〜

※内容的には多少変更もあります。出席者の希望も取

り入れ楽しい勉強会にします。

　

■会　場　　山梨市民会館（中央公民館）

　　　　　　４階Ｂ会議室

■講　師　　廣瀬町子先生（ＮＨＫ学園・山梨文化学

　　　　　　園俳句講師、県俳句大会選者、白露同人）

■対象者　　俳句を学んでみようという人ならどなたで

　　　　　　も可

■定　員　　50 人

■参加費　　無料

■申込締切　８月 20 日（土）

■申込・問い合わせ　

　　　　　　生涯学習課　☎ 22-9611

■日時および内容　別表のとおり

■会　場 山梨市民会館（中央公民館）４階大会議室

■対象者 一般成人 150 人（全日程受講できる方）

■受講料 無料（ただし、第３回は保険料・拝観料、

第６回は材料代等実費徴収）

■テーマ 豊かなうるおいのある暮らしのために

成人大学講座受講生募集

■申込期間 ８月２日（火）〜８月 12 日（金）

　 （午前９時〜午後５時、月曜は休み）

　※聴講も出来ますが、受講生優先となります（第６回

　は事前申し込みが必要）。

　※保育サポートによる託児ルームを開設します。受講

　申し込み時に予約が必要です。

　※第３回「文化財巡り」は聴講および託児は不可。

◆ボランティアを募集します◆

　受付、会場係など講座運営のお手伝いをしてくれる方を募集します。受講申込時に申し出てください。

　※講座の 30 分前に来ていただける方（全日程でなくても可）。

（敬称略）
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　★屋内温水プールのからお知らせ★

◎各種教室の休止について

　各種教室は、夏休み期間（7/21 〜 8/31）は

お休みとなります。

◎開館時間変更日のお知らせ

　8月28日（日）は、屋内温水プールにおいて

「市体育祭・水泳競技の部」が開催されます。

　このため大会中および準備の時間帯は一般者

の利用ができません。以下の開館時間となりま

すのでご注意ください。

　　★ 27 日（土）・・・午後 8 時までの開館

　　★ 28 日（日）・・・午後 5 時からの開館

【８月のカレンダー】　

　８月の休館日は、定休の月曜日のみです。

●市民総合体育館　

●屋内温水プール

　※ 27・28 日は時間

　制限があります。

● B ＆ G 海洋センター

◎市民総合体育館をご利用ください

　（毎月１日に使用受付期間を更新していきます）

　８月１日からは、以下の期間までの使用申し込み

　ができます。

　※練習で使用する場合……８月〜 10 月分まで

　※スポーツ大会で使用する場合

　　　　　　　　　　　……８月〜来年５月分まで

社会体育施設だより
市民総合体育館（上石森） ☎ 22-5600

屋内温水プール（上石森） ☎ 23-5211

牧丘 B ＆ G 海洋センター（牧丘町窪平）☎ 35-4411

山梨市「初代『力自慢』」の栄光はだれの手に？

　 〜力自慢　我がまち№１参加者募集！〜

　新「山梨市」誕生を記念し、スポーツを通じて養われ

る「楽しさ、うれしさ、感動、」を経験し、市民相互の

交流と親睦を図ることを目的として「力自慢　我がまち

№１」大会を実施します。

■日　時　９月４日 （日）

　　< 受付 > 午後０時 30 分〜　< 開会 >　午後１時〜

■場　所　山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター

■競技種目    全５種目

　⑴荷物移動　　

　　水の入ったペットボトルをブドウのコンテナを使い、

　所定の場所まで何秒で移動できるかを競う。

　⑵重り引き　

　　重りのついたロープをスタート地点からゴール地点

　まで何秒で引けるかを競う。

　⑶メディシンボール投げ

　　１㎏〜５㎏までのボールを何メートル飛ばせるか競う。

　⑷スリッパ飛ばし

　　足に履いたスリッパを何メートル飛ばせるか競う。

　⑸フラッグ

　　スタート地点に進行方向と反対にうつ伏せに構え、

　スタートと同時に立ち上がり、前方の目標物を獲得す

　る競技。

■競技内容

　５種目７部門とし、ポイント制にて行い、各種目１位

を表彰する。

　また、全部門の中から我がまち№１を決定する。

   ①小学生の部（４年生以上）　②中学生の部　

　③一般 10 代の部 ④一般20代の部　⑤一般30代の部

　⑥一般 40 代の部 ⑦一般 50 代以上の部

　< 得点 > １位…10 点、２位…８点、３位…７点、

４位…６点、 ５位…５点、６位…４点、

７位…３点、 ８位…２点、９位…１点

■参加費　

　小中学生 100 円　一般 300 円（保険代等）　

■持ち物　運動のできる服装、体育館用の運動靴、タオル

■申込方法　指定の申込書へ記入し、参加料を添えて、

　山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターへ申し込んでください。

　申込書は、市役所、同支所、市民総合体育館およびB

　＆G海洋センターに置いてあります。市のホームペー

　ジからダウンロードもできます。

■受付期間　8 月 6 日（土）〜８月 28 日（日）

■問い合わせ

      山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター内

　　「力自慢我がまち№１実行委員会」

　　☎ 35-4411（月曜休館）
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スポーツ
　大好きっ！
スポーツ
　大好きっ！

　山梨市家庭婦人バレーボール連絡協議会では恒例に

なりました「親子ふれあいバレーボール教室」を開催し

ますのでバレーボールを体験したい方、興味がある方

はぜひ参加してください。
　

■日　時 ８月 27 日（土）　

　< 受付 > 午前８時 30 分〜　< 実技 > 午前９時〜正午

■場　所 山梨市民総合体育館

■講　師 市内高校・中学校のバレーボール部顧問

（予定）

■対　象 市内小学生（男女）

バレーボールに興味がある人（男女）

■参加料 無料

■申込・問い合わせ

山梨市家庭婦人バレーボール連絡協議会

会長　坂本　☎ 22-2522

「第５回親子ふれあいバレーボール教室」

を開催します

「山梨市ソフトバレーボール連絡協議会

審判講習会」を開催します

■日　時 ８月 28 日（日）　午後７時〜　

■場　所 山梨市民総合体育館

■講　師 県バレーボール協会理事長　橘田昇さん

　※９月に「ソフトバレーフェスティバル大会」を予定

　しています。参加希望チームは、必ず１チーム１名以

　上講習会への参加をお願いします。

　　フェスティバルについては、「広報やまなし９月号」

　でお知らせします。

■問い合わせ　坂本正秀　☎ 22-0966

　まだまだ現役さよお！

　　初代優勝チームは、大野寿会

　　　〜新市誕生記念・第１回山梨市老人クラブ連合会「ゲートボール大会」〜

　新市誕生記念第１回山梨市老人クラブ連合会「ゲート

ボール大会」が６月 21 日に市民総合体育館、軽スポー

ツ広場で開催されました。

　この大会は、会員の健康保持と生きがいを高め、老人

福祉の向上と会員相互の親睦を深めるために開催された

もので、市内各地から 12 チームが参加し、熱戦が繰り

広げられました。

　大会結果は次のとおりです。

　　　優　勝　　大野寿会チーム

　　　準優勝　　豊後チーム

　　　３　位　　矢坪チーム

　なお、この３チームは、９月 10 日に甲府市で行われ

る山梨県老人クラブ連合会ゲートボール大会に山梨市代

表として出場します。

　みなさん、上位入賞を目指し頑張ってくださいね。

さあスタート。みんなに

見つめられて緊張の一瞬。

ゴールに向かってヨイショっと！
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　８月 、９月前半の成人健康診査は次のとおりです。

健康管理のため、年に 1 回は健診を受けましょう。

■受付時間　いずれも午前 8 時 30 分〜 10 時 30 分

■健診項目と負担金

　胸部レントゲン検診（結核・肺がん検診）-- 100 円

　喀痰検査（肺がん検診）---------------------------- 400 円

　腹部超音波検診（腹部がん検診）--------------- 500 円

　胃レントゲン検診（胃がん検診）--------------- 500 円

　循環器基本検診・肝炎ウイルス検診 -------- 1,000 円

　大腸がん検診------------------------------------------- 200 円

　乳がん検診 ---------------------------------------------- 800 円

　子宮がん検診----------------------------------------- 1,000 円

　歯周疾患検診------------------------------------------- 600 円

　※検診項目の詳細は、「広報やまなし」5 月号

　　13 ページをご覧＜ださい。

◆◇◆成人健康診査（８・９月分）◆◇◆

◆◇◆老人健康教室および　　　　　　　

　　　　　老人医療費受給者証交付◆◇◆

■日　時　８月 26 日（金）午前９時 30 分〜 10 時

■場　所　山梨市保健センター

■対象者　

　昭和12年９月１日〜９月30日、昭和10年８月２日

〜９月１日生まれの方。該当者には、通知します。

■問い合わせ　

　山梨庁舎市民課国民健康保険担当　

　　　☎ 22-1111（内線 146、148）

　牧丘支所住民生活課市民担当　

　　　☎ 35-3111（内線 145、146）

　三富支所住民生活課市民担当　

　　　☎ 39-2121（内線 316、317）

■持ち物

　①山梨市成人健康診査票

　　16 年度胸部レントゲン検診受診者と基本健診のみ

　を受診された人に郵送します。健診票の太枠内を記入

　して当日必ずお持ちください。

　　郵送されなかった人で受診を希望する人は、健診票

　を郵送しますのでご連絡＜ださい。

　　また、牧丘支所および健診会場にも健診票を用意し

　てあります。

　②健康手帳

　　ある方は当日お持ちください。お持ちでない方は当

　日交付します。

　③自己負担金

　　受診する検査項目を確認の上、釣り銭のないように

　お金をご持参ください。

　市では満 65 歳以上の高齢者の健康と福祉の増進を

はかるために、市営「花かげの湯」「鼓川温泉」「みと

み笛吹の湯」の利用割引助成を行い、割引券を交付い

たします。

■対象者　　　市内在住の満 65 歳以上の高齢者

■施設ごとの割引料金　下の表のとおり

■割引券交付枚数　「花かげの湯」「鼓川温泉」「みとみ

笛吹の湯」３施設分合計１人 80 枚

■申請手続き　平成 17 年７月 19 日(火)から市役所福

祉事務所長寿福祉担当・各支所住民生活課福祉担当窓

口で受付交付

◆◇◆高齢者温泉利用割引助成事業をご利用ください◆◇◆

■必要な物　印鑑・保険証など本人を証明する物

■割引券利用開始　割引券の交付の日から

■利用期間　平成 18 年３月 31 日まで有効

※旧牧丘町で発行した券については、平成17年７月29

日(金)までの有効期限となります。

※「山梨ちどり温泉」については、60歳以上の利用料

が 100 円となっていますので、割引券はありません。

【問い合わせ】

　市役所福祉事務所 長寿福祉担当 ☎ 22-1111（内線 168）

　牧丘支所住民生活課　福祉担当 ☎ 35-3111（内線 143）

　三富支所住民生活課　福祉担当 ☎ 39-2121（内線 316）
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●市役所保健課 ☎ 22-1111（内線 412 〜 416）　

●牧丘支所住民生活課 ☎ 35-3111（内線 141、145）　

●三富支所住民生活課 ☎ 39-2121（内線 316、317）　

◆◇◆平成 17 年度人間ドック申込受付（８月分）◆◇◆

■人間ドックの受診期間

　平成 17 年 9 月１日から平成 18 年２月 28 日までと

します。申し込みをされるときに、ご希望の月日を指

定してください。

■対象者

　市税完納者で、次のいずれかに該当する人。

　①山梨市国民健康保険加入者で、昭和11年４月２日

　〜昭和 46 年４月１日に生まれた人

　②他の健康保険加入者は、下記の期間に生まれた人。

■負担金

　一般健診　男性 7,000 円　女性 8,000 円

　特別健診　(40歳・50歳・60歳の人で希望される人)

　　　男性 7,500 円･･･一般検診＋歯周疾患検診

　　　女性 9,000 円･･･一般検診＋骨粗しょう症検診

　　　　　　　　　　＋歯周疾患検診

■健診機関

　加納岩総合病院、山梨厚生病院、JA 山梨厚生連、

　塩山市民病院、牧丘病院、石和温泉病院

■申込方法

　本人または家族による直接申し込みとします。

　(電話・友人などは不可)

■持参するもの　保険証

■その他

　①この受付は、おおむね９月頃まで行います。

　②受付当日は、混雑が予想され、ご迷惑をおかけし

　　ますが、ご協力をお願いします。

　※山梨地域は、当日午前８時から職員が整理券を配布します。

　※この事業は、旧市町村単位で実施しています。他の地域での申し込みはできませんので、ご注意ください。

◆◇◆血液サラサラ体験教室◆◇◆

　市では、生活習慣病予防のため、各種教室を行ってい

ます。

　今回の教室は、指先から１滴の血液をとり、顕微鏡を

透してテレビモニターに映し出し、生きた状態の赤血

球、白血球、血小板などのようすや、乾燥させた血液で

活性酸素の状態がわかります。

　画面を見ながら身体の状態を確認し、生活習慣を見直

し健康相談を行います。

　健康を維持増進させるひとつの手段として、自分の目

で確かめてみませんか。生き生きと、充実した生活を

送っていただけることを目標としています。

■問い合わせ　山梨庁舎保健課または各支所住民生活課

■講師　東京医科歯科大学大学院助教授　志村則夫先生

■場所　山梨三富基幹集落センター内　健康相談室　　

■予約・問い合わせ　

　　　　三富支所住民生活課保健環境担当

　　　　☎ 39-2121（内線 316、317）

■予約受付時間　午前９時〜正午、午後１時〜３時

※定員になり次第受付終了させていただきます。

※新規申込者には問診票を送付しますので、記入の上当

日持参してください。

【保健】

保健・福祉
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山　梨　地　域 ■場所　山梨市保健センター

■持ち物　母子健康手帳

■問い合わせ

　山梨庁舎保健課☎ 22-1111（内線 414 〜 416）　

※受付時間は、厳守してください。

※今月の該当以外のお子さんでも、まだ済んでいない方

は、出席してください。

牧　丘　地　域 ■場所　山梨市牧丘町保健センター

■持ち物　母子健康手帳、健診票（健康診査のみ）

■問い合わせ

　牧丘支所住民生活課☎ 35-3111（内線 141、145）　
※受付時間は、厳守してください。
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【地区別健康診査・相談など】

こ ど も
子育て支援・母子保健・その他

三　富　地　域
■場所　山梨市三富基幹集落センター

■持ち物　母子健康手帳

■問い合わせ

　三富支所住民生活課☎ 39-2121（内線 315、317）　

　●○●おやつづくりで親子のふれあいを！

　　〜親子おやつづくり教室のお知らせ〜●○●

　夏休みのひととき、親子で手づくりおやつ作りにチャ

レンジしてみませんか？

　レアチーズケーキとクッキーを作ります。多くの皆さ

んのご参加をお待ちしています。

■日　時 ８月 21 日（日）午後１時 30 分〜

■場　所 笛吹川フルーツ公園クッキング教室

■対象者 市内小学生親子

■定　員 先着 15 組

■参加費用 無料

■講　師 竹下秀子さん

■持 ち 物 エプロン・三角巾

■申込方法 ８月５日（金）から電話受付開始

■問い合わせ 保健課　☎ 22-1111（内線 414）

   ●○●山梨児童センターを

                午前中も開放します！●○●

　８月１日より、山梨児童センターを午前中も開放しま

す。新たに開放する時間帯や、問い合わせ先については

下記のとおりです。

　多くのみなさまのご利用をお待ちしています。

■対　象　乳幼児とその保護者

■場　所　山梨児童センター（山梨小学校そば）

■時　間　平日の午前 10 時〜 12 時

＊会議など都合により閉館することもありますので、

ご利用の際は、必ず事前連絡をお願いします。

■問い合わせ　

　山梨児童センター　☎ 23-5661（ファクス兼用）

　●○●８月は「児童扶養手当現況届」の

　　　　　　　　　　　　提出月です●○●

　児童扶養手当を受けている方は、毎年８月中に「児童

扶養手当現況届」を提出しなければなりません。

　この届書は、所定の用紙に毎年８月１日における状況

を記載し、児童扶養手当を引き続き受ける要件があるか

どうかを確認するためのものです。

　届書の提出がないと、８月分以降の手当の支給が差し

止められますので、ご注意ください。

　なお、届出に必要な書類は市役所から郵送により対象

者にお送りします。書類は、各支所でも受け付けます。

　提出時には書類の確認や、聞き取り調査がありますの

で、時間の余裕を持ってお出かけください。

■問い合わせ　

　福祉事務所児童福祉担当　☎ 22-1111（内線 162）
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制服リサイクルバザーにご協力ください

　山梨南中学校では、９月 10 日・11 日に行われる学

園祭で、制服・体育着などのリサイクルバザーを実施

しています。まだまだ十分に使えるが、「子どもが卒

業してしまい不要になった」「成長に伴い着られなく

なった」制服や体育着などがありましたら、ぜひご寄

付ください。

■収集品　制服、体育着、ヘルメット、通学かばん、

体育館履き、ラグビージャージ、ネクタイ、ボタンなど

※ 寄付していただく品物については、子どもたちが気持

ちよく使えるよう、洗濯した清潔なものをお願いします。

■収集期日および場所

９月１日（木）までに、前年度支部長さん宅（右表参

照）に届けてください。学校に届けていただいても結

構です。

学園祭「友輝祭」　　９月 10 日(土)　体育の日／ 11 日(日)　文化の日　　

　リサイクルバザー　体育の日の昼休み　正面玄関横テントで開催　

山梨南中学校　担当　平井・石井

☎ 22-0173

問

※天候により、体育の日と文化の日が入れ

代わることがあります。ご了承ください。



21　2005.8　広報やまなし

●行政相談

国・県・市・公団などの仕事についての

苦情や要望等の相談

◆８月 19 日（金）午後１時〜４時　

夢わーく山梨　（問）市役所総務課行政

防災防犯担当　☎ 22-1111（内線 227）

◆８月 19 日（金）午後１時〜３時　

牧丘支所応接室　（問）牧丘支所総務課　

☎ 35-3111（内線 134）

◆８月26日（金）午後１時〜３時　三富

基幹集落センター　（問）三富支所総務課

☎ 39-2121（内線 322）

●社会保険出張相談

健康保険および厚生年金・国民年金に関

する相談　８月11日（木）午前９時30分

〜午後４時（正午〜午後１時は休み）　夢

わーく山梨　（問）甲府社会保険事務所　

甲府市塩部1-3-12　☎055-252-431（代）

●県民相談センター各種相談

◆県民相談センター相談員との相談、事

前申込必要　月〜金曜日（祝日を除く）

午前９時〜午後４時　旧西武デパート２

階情報プラザ内県民相談センター相談室

※東山梨合同庁舎から「テレビ電話」に

ての相談も可　

◆無料弁護士相談　８月５日（金）、15日

（月）、25日（木）午後１時〜４時　県民

相談センター　※事前申込必要　

（問）県民相談センター　甲府市丸の内1-

8-5　☎ 055-223-1366

●中・高齢者職業相談

中・高年齢者の就職と雇用等の相談と

あっせん　月〜金曜日（祝日除く）午前

８時 30 分〜午後５時　夢わーく山梨３

階高齢者職業相談室　（問）夢わーく山

梨　☎ 22-3111
　
●家庭児童相談

児童の養育に関する家庭問題　月・水・金

曜日　山梨市役所　火・水・木曜日　牧丘

支所　午前９時〜午後４時　（問）福祉事

務所児童福祉担当　☎22-1111（内線162）

●教育相談

毎週木曜日　午前 10 時〜午後４時　幼

児教育相談はつつじ幼稚園　☎22-0244、

幼児教育を含む教育全般、青少年問題の

相談は生涯学習課　☎ 22-9611　牧丘教

育事務所　☎ 35-3612　三富教育事務所

☎ 39-2121（内線 326）

●市社会福祉協議会各種相談

◆無料法律相談　８月９日（火）午前10

時〜午後３時　※事前予約必要

◆心配ごと相談・ボランティア相談　月

〜金曜日（祝日除く）午前９時〜午後４

時　※心配事相談は事前予約必要

（問）市社会福祉協議会　☎ 22-8755

●パソコン困りごと相談室

インターネット体験・困りごと相談など

相談料　無料　８月６・20・27 日（土）

受付時間　午後１時〜４時　※ただし、

６日（土）は子どもフェスティバルのた

め、午前９時30分〜午後２時　市民会館

４階Ｃ会議室（問）生涯学習課　☎ 22-

9611

各種相談

★不動産無料相談所開設のお知らせ★
(社)山梨県宅地建物取引業協会峡東支部では、不動産に関す

る無料相談を毎月１回開設します。

■日　時 ８月 22 日(月)　午前 10 時〜午後３時

　　　　　　　　　　　　　　　（正午〜午後１時は休み）

■相談内容 契約に関する相談・借地借家に関する相談、

その他不動産全般

■相談場所・問い合わせ先

　(社)山梨県宅地建物取引業協会峡東支部（山梨市中村 834-5

　山梨法人開館内）☎ 23-1481　＊市民総合体育館の東側です

※９月以降の相談日は、広報の相談コーナーで順次お知らせ

します。
夏の交通事故防止県民運動

　　< 期間 > ７月 21 日（木）〜８月 20 日（土）

【重点項目】　

　高齢者と子どもの交通事故防止

　シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

　運転中の携帯電話等使用等禁止の徹底

　飲酒運転等悪質・危険な運転の追放

夏の行楽シーズンと児童・生徒の

夏休みが重なるため、交通事故の

多発や暴走族の活動の活発化が

予想されます。

交通ルールとマナーを守り、

事故のない安全な地域を目指しましょう。

＜交通安全スローガン＞

『やめようよ　自分のルールで　走るのは』
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催し　募集　お知らせ

夏には連続休暇を！

　〜すくすく育て大人たち〜

問 山梨労働局労働基準部監督課　☎055-225-2853

　子どものころ夏休みは普段できないことが経験でき、

ひと夏を経ると心も体も成長していたものですが、大人

になっても、夏休みは家族や仲間たちとのんびりと過ご

したり、いろいろなことにチャレンジし成長できる可能

性にあふれています。

　厚生労働省では、夏の連続休暇を「ほっとＷＥＥＫ」

と称し、普及・促進を図っています。暑い（ホットな）

夏は、「ほっ」と一息する時期にしませんか。

　今年の夏に連続休暇（３日以上）を実施する事業場は

９割になります（厚生労働省調査）。

　連続休暇についての詳細は、山梨労働局労働基準部監

督課へご相談ください。

戦没者・原爆死没者に黙とうを

問 福祉事務所社会福祉担当　☎22-1111(内線164)

　原爆死没者慰霊式並びに平和記念式典が、今年も８月

６日に広島市で、８月９日に長崎市で行われます。

　この式典の中で、原爆が投下された時間（広島は６日

午前８時 15 分、長崎は９日午前 11 時 02 分）に、原爆

死没者のめい福と世界の恒久平和を祈る１分間の黙とう

が、平和の鐘を合図に行われます。

　また、８月 15 日の正午にも、全国戦没者追悼式の席

上、黙とうが行われます。

　市民の皆さんも各家庭や職場で、これに合わせて１分

間の黙とうをささげていただくようお願いいたします。

戦没者等のご遺族のみなさまへ

〜第８回特別弔慰金が支給されます〜

問 福祉事務所社会福祉担当　☎22-1111(内線164)

　戦没者等の死亡当時のご遺族の方で、平成17年４月

１日時点において、公務扶助料や遺族年金等を受ける方

がいない場合には、次の対象者順位で最初に該当するご

遺族の方１名に対し、額面40万円、10年償還の記名国

債が支給されます。

■対象者

　１、弔慰金の受給権者

　２、戦没者等の子

　３、①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹（戦没者等と

　生計関係を有しており、かつ、戦没者等と氏が同じで

　ある方。）

　４、上記３以外の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

　５、上記１から４以外の３親等内の親族（戦没者等の

　死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有していた方

　に限られます。）

■請求期限　平成 20 年３月 31 日

■請求書等の配布および受付場所

　福祉事務所社会福祉担当および各支所の福祉担当

総合防災訓練にご参加を！

問  総務課行政防災防犯担当　

☎ 22-1111（内線 227、228）

　９月１日（木）、市では総合防災訓練を実施します。午

前８時 30 分頃からサイレンの吹鳴や防災無線で地震情

報の伝達を開始し、９時 30 分頃に地震被害を想定して

訓練を実施します。

  サイレンの吹鳴や防災無線による情報伝達訓練などは

本番を想定した訓練を行いますので、火災などと間違え

ないようにしてください。

  また、８月29日（月）〜９月４日（日）の防災週間を

中心に各地区・事業所等で防災訓練が実施されますの

で、災害に備えるため訓練に参加してください。

  なお、本年３月末に各家庭に配布した「市民防災マ

ニュアル」は災害に対する知識と心がけをわかりやすく

解説しています。万一の災害に備え、普段からご家族で

ご覧になってください。

◆◇◆甲府地方・家庭・簡易裁判所からのお願い◆◇◆

　当庁では、庁舎新営に伴う仮庁舎の建設工事が６月 20 日（月）から始まり、駐車が制限されていますが、

本年８月上旬からは、駐車場が全面的に利用できなくなります。

　裁判所に来られる場合には、ご不便をおかけしますが、自動車での来庁はご遠慮ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲府市中央 1-10-7　甲府地方・家庭・簡易裁判所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲府検察審査会
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　農業後継者育成資金は、市内の農業後継者に対し、農

業生産活動の促進および農村生活環境の整備に必要な資

金の融資を行い、後継者の育成に資することを目的とし

ています。

■貸付対象者　農業を後継する年齢 20 歳から 50 歳ま

での人で、農業をもって生計を営む人

■貸付期間　５年以内(貸付初年度のみ償還据え置き可)

■貸付区分・率・限度額

　

■貸付利率　年 1.48％

■利子補給　償還利子のうち年利率 0.21％

農業後継者育成資金をご利用ください

問 農林課農地担当(牧丘庁舎内)☎35-3111(内線108)

農薬の取り扱いに注意！

〜周辺住民・環境の安全に配慮を〜

問

　農業を営んでいる皆さん、農薬は正しくお使いです

か。農薬を扱う人の安全はもとより、周辺の環境に対す

る安全など、十分な配慮をしてください。

※農薬の調整・散布時には必ずゴム手袋、保護マスク、

保護メガネを着用するなど慎重に取り扱いましょう。

※散布作業は、風のない朝夕の涼しい時間を選んで行

いましょう。

※作業後は、手足など全身を石けんでよく洗い、目もよ

く水洗しましょう。

※農薬は鍵のかかる保管庫で管理しましょう。

※住宅付近での散布は、付近の住宅などに事前に連絡

しましょう。

※使い残した農薬や防除器具を洗浄した後の水は河川

等に流さず、散布むらの調整で使い切るようにしま

しょう。

農林課農林担当(牧丘庁舎内)☎35-3111(内線123)

テレビドラマや映画に出てみませんか

〜エキストラ募集のお知らせ〜

　問 観光課　☎ 39-2121（内線 313、314）

富士の国やまなしフィルム・コミッション

HP　http://www.pref.yamanashi . jp/fc/

　山梨県観光部事務局の「富士の国やまなしフィルム・

コミッション」では、テレビドラマや映画の撮影にご協

力いただけるエキストラの方を募集しています。

　応募いただいたエキストラの方は、富士の国やまな

しフィルム・コミッション事務局が確認の上、データ

ベースとして登録し、必要に応じて映像制作者に紹介

しています。

　山梨市では、この「エキストラ募集」に対し、市民の

方の応募を募ります。ご協力していただける方は、応募

用紙記入の上、観光課まで提出してください。市観光課

にて取りまとめ、県に送付いたします。

■応募資格

　１、年齢・性別は問いません

　　※ただし18歳以下の方は、保護者の同意が必要と

　　なります。

　２、山梨県内にお住まいの方

　３、電話・携帯電話（PHS）・電子メール・FAX のい

　　ずれかによりご連絡のとれる方

■応募方法

　応募用紙が各支所観光担当にありますので、必要事

項を記入し、観光担当まで提出してください。

また、山梨市ホームページ上でもダウンロードできま

すので、ご利用ください。

■応募締切

　平成 17 年８月 31 日（水）

　※登録いただいたエキストラの方についての情報は、

　あくまで富士の国やまなしフィルム・コミッション

　事務局が映像制作者に紹介するためのものであり、　

　他の目的に使用することはありません。

　　また、エキストラは基本的にボランティアによる

　活動となりますので、交通費・謝礼などは原則として

　支払われませんので、ご了承ください。
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催し　募集　お知らせ

英会話を学んでみませんか！

問 総合政策課政策推進担当　

☎ 22-1111（内線 232、234）

　山梨市国際交流促進委員会では、英会話教室を9月か

ら開設します。初心者を対象に２クラス、初心者クラス

を終了して継続して学びたい方のために１クラスを設け

ます。お気軽にご参加ください。

■講　師 高野ヒュレートさん（市内万力在住）

■内　容 ・初心者（学生を除く）を対象とします。

・日常会話などで使える簡単な英会話を

学ぶことを目的とします。

■開催日程 平成 17 年９月から平成 18 年３月まで

（月２回）

■時　間 午後７時３０分から午後９時

■場　所 夢わーく山梨

　　　　　　（市役所西隣：勤労者福祉センター）

■対　象 市内在住の人

■募集人員

　①初心者クラス

　　＜第１・３木曜日＞　20 名

　　＜第２・４木曜日＞　20 名

　②継続クラス

　　＜第１・３水曜日＞　20 名

    ※全期間を通して参加できる人に限ります。

    ※応募多数の場合は抽選となります。

■申込方法　

　ハガキによる申し込みとします。受講したいクラスと

曜日（初心者クラスの場合は、第１・第２希望も記入）、

郵便番号・住所・氏名・氏名のローマ字表記・年齢・職

業・日中連絡が取れる電話番号を記入の上、山梨市役所

総合政策課政策推進担当までお申し込みください。

■申込締切 ８月 12 日（金）必着

■受講料等

　全期間を通しての受講料として3,000円を初回参加時

にご負担いただきます。他にテキスト代（実費）が必要

です。

〒 405-8501(住所不要)　

山梨市役所総合政策課電算システム担当

☎ 22-1111（ 内線 237）　星野または大畠

E メールアドレス itkosyu@city.yamanashi. lg.jp

問

山梨市 IT 講習会

９月開講講座受講者募集

①講座名：趣味のＷＯＲＤ（ワード）

　文書作成に使用するワープロソフトのワードをちょっ

と違った用途に使用してみませんか？イラストや絵をふ

んだんに取り入れて、オリジナルのランチョンマットや

一筆書き箋などを作ってみましょう。作ったものはお持

ち帰りいただけます。

■対象者　パソコンを使用したことがある方

■日　程　９月５日(月)〜８日(木)の４日間コース

　　　　　時間はいずれも午後１時 30 分〜３時 30 分

② 講座名：仕事に生かすエクセル

　ビジネス必須ソフトである表計算ソフトのエクセルの

効率的な使い方を学びます。データの検索、抽出、集計

や知っておきたい関数、分析グラフなど、エクセルの面

白さが実感できる内容です。

■対象者　エクセルを使用したことのある方

■日　程　９月５日(月)〜８日(木)の４日間コース

　　　　　時間はいずれも午後７時〜９時

■場　所　山梨市情報通信センター 1 階

■募集人数　10 人程度（いずれの講習も）

　※応募多数の場合は抽選となります。

　※両方の受講はできません。

■申込方法　

　ハガキまたは電子メールによる申し込みのみとしま

す。受講したい講座の番号、郵便番号・住所・氏名・年

齢・職業・日中連絡が取れる電話番号・パソコン所有の

有無・操作歴を記入の上、山梨市役所総合政策課電算シ

ステム担当までお申し込みください。

■申込締切　８月 12 日（金）必着

■参加者負担金　講習会テキスト代として3,000円（予

定）を初回講習会参加時にご負担いただきます。

【毎月勤労統計調査特別調査のお知らせ】

　厚生労働省と山梨県では、毎月勤労統計調査特別調査を実施します。

　この調査は、常用労働者が１〜４人の事業所の賃金・労働時間・雇用の実態を調べるものです。

　上神内川地区の調査対象事業所には、調査員が８月上旬から順次お伺いしますので、ご協力をよろしく

　お願いします。 山梨県企画部統計調査課　☎ 055-223-1341
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新市誕生記念事業「山梨市の未来」作文募集 問 秘書人事課　☎ 22-1111（内線 212）

　新市の誕生を機に、私たちのまちの「未来」につ

いて、日頃考えていることや願いなどを題材にした

作文を募集します。

　私たちの住むまちをもっと知り、美しい自然と豊

かな文化に恵まれた「山梨市」に誇りを持ち、やすら

ぎと活力のあるまちづくりについて、みんなで考え

ましょう。

■応募資格　

　市内に在住または在学している小・中・高生

■応募方法

　１、字数

　①小学生・中学生…400 字詰め原稿用紙３枚以内

　②高校生……………400 字詰め原稿用紙５枚以内

　２、題名・その他

　①内容にふさわしい題名をつけてください。

　②作品には、学校名・学年・氏名（ふりがな）を

　明記の上、出品票を貼付してください。

　※出品票は、学校および市役所にあります。市の

　ホームページからもダウンロードできますので、　

　ご利用ください。

■応募先

　　市内の学校に通学している方は、学校へ提出し

　てください。

　　市外の学校に通学している方は、市役所秘書人

　事課へ提出してください。

■応募締切　平成 17 年９月９日（金）

■優秀作品の発表および表彰

　優秀作品のみ本人に通知し、新市誕生記念イベン

　トの席上で賞状および副賞を贈呈します。

■その他

　作品は未発表のものとし、原則として返却しません。

■主催　山梨市・山梨市教育委員会

平成 17 年度自衛官等募集案内

自衛隊山梨地方連絡部　甲府募集案内所　

甲府市寿町 5-3　飯島ビル　☎ 055-228-6427

【２等陸・海・空士】

■資格　18 歳以上 27 歳未満の者

■願書受付期間　８月１日(月)〜９月８日(木)

■第一次試験　(男子)９月26日(月)・27日(火)のいず

れか１日　(女子)９月 25 日(日)

【曹候補士（陸・海・空）】

■資格　18 歳以上 27 歳未満の者

■願書受付期間　８月１日(月)〜９月８日(木)

■第一次試験　９月 17 日(土)

【一般曹候補学生（陸・海・空）】

■資格　18 歳以上 24 歳未満の者

■願書受付期間　８月１日(月)〜９月８日(木)

■第一次試験　９月 17 日(土)

【航空学生（海・空）】

■資格　高卒(見込)以上 21 歳未満の者

■願書受付期間　８月１日(月)〜９月８日(木)

■第一次試験　９月 23 日(祝)

問

みんなの手で万力の丘に

 「トムソーヤ広場」をつくろう！
〜遊休農地活用ボランティア活動へのお誘い〜

　市内の有志などで組織する「ベリーがくえん」では、今

年の夏、市内で国際ワークキャンプを開くＳＣＩ（Service

Civil International：災害地の救援活動や途上国の支援活動な

どを主にする団体）の協力を得て、万力の丘（フルーツ公

園へ向かう沿道沿い）の遊休農地に子どもたちの遊び場

「トムソーヤ広場」をつくる計画を立てています。

　遊休農地の活用はもとより、地域の子どもたちのため

に一汗かこうという方、国際交流や地域交流をしてみた

いと思う方、ぜひご参加ください。

■ 期間 ８月６日（土）〜８月 20 日（土）

　　　　　　　※都合のつく日だけの参加可

■ 場所 万力の丘（フルーツ公園へ向かう沿道沿い）

の遊休農地

■ 作業内容　土地の開墾

■ 問い合わせ　「ベリーがくえん」中沢　

☎ 090-9976-7334　

Ｅメール　kudamono@amber.plala.or.jp
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サマー縁日と今昔街道まつり

山梨市ゆりの木商店会　

　☎ 22-0478（不二屋山梨店内）
問

　昔ながらの情緒たっぷりの縁日が今年も開催されま

す。商店会では、盛りだくさんの趣向を凝らしたイベン

トを計画し、皆さんのお越しをお待ちしています。

　また、同時に昨年も開催されました、山梨市駅前今昔

街道まつりを一層充実させて開催いたします。

■日時　８月５日（金）　午後３時〜午後９時

　　　　（花火を合図に開催）

■場所　

　＜サマー縁日＞　

　山梨市ゆりの木商店会

　（山梨中央銀行日下部支店から甲府信用金庫加納岩支店）

　＜今昔街道まつり＞

　山梨市駅前特設会場（旧中村邸跡地）

新市誕生記念　

やまなしし子どもフェスティバル開催！

少子対策課　☎ 22-1111(内線 152、153)問

　家庭、地域社会が連携して、安心して子どもを生み育

てる環境づくりを推進するため、『第６回やまなしし子

どもフェスティバル』を開催します。

　今回は、高齢者とのふれあいを取り入れ、家族みんな

で楽しめる催し物をたくさん用意していますので、多数

の市民の皆さんの参加をお待ちしています。

■日　時　８月６日（土）午前９時30分〜午後２時30分

■場　所　山梨市民会館（中央公民館）

■主な催し物　親子歯科相談・育児相談・ベビーマッサ

　ージ・手作りおやつの試食・

　おもちゃの『かえっこ』・

　つみ木遊び・人形劇　など

山梨市商工会青年部事務局　担当　平山　

☎ 22-0806　fax 23-1529
問

　毎年恒例の「万力公園ふれあいまつり」を開催します。

　当日は「ふれあいフリーマーケット」・「青空ライブ」を

中心にお祭りを盛り上げますので、大勢の皆様のお越しを

お待ちしております。

　なお、フリーマーケットの申込みもまだ余裕があります

ので、ご希望の方はお気軽にお申込みください。

■開催日時　　8 月 21 日（日）午前 10 時〜午後 3 時

■開催場所　　万力公園「万葉の森」

　                 < フリーマーケット > 中央園路

　                 < 青空ライブ > 野外ステージ

〜万力公園ふれあいまつり〜

フリーマーケット・青空ライブ

フリーマーケット大募集！

■運営協力金　　

　1 スペースにつき、1,000 円

　　（1 名 2 スペースまで）

■申し込み期間　

　8 月 12 日（金）午後 5 時まで

■申込方法　

　住所・氏名・電話番号をファクス、または電話に

　て上記問合せ先までお申込みください。

　毎年８月中旬になると、北西の空に「ペルセウス座流星群」の流星をにたくさん見ることができます。

この流星と、新日本三大夜景笛吹川フルーツ公園の眼下に広がる感動的な夜景をお楽しみください。

また、10 月 17 日（月）の「月を見る会」では、月の部分月食を見ることができます。

200 ㎜口径と 150 ㎜口径の天体望遠鏡で星や月を見ながら、遥かな世界へ思いを馳せて

みませんか。

　　【星と夜景を見る会】

　　　■日　時 ８月 11 日(木)　９月２日（金）

時間はいずれも午後７時 30 分〜午後９時

　　　　（雨天の場合はスライド・ビデオ観賞を予定しています）

　　　■場　所 笛吹川フルーツ公園フルーツセンター

　　【月を見る会】

　　　■日　時 10 月 17 日（月）

午後７時 30 分〜午後９時

　　　（雨天の場合はスライド・ビデオ観賞を予定しています）

　　　■場　所 笛吹川フルーツ公園フルーツセンター

「星と夜景を見る会」・「月と夜景を見る会」

山梨支所 地域振興課 観光担当 ☎ 23-4111問

当日は、フルーツ

センターより露店

も出店されます。
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山梨市
花かげホール

牧丘町窪平453-1

☎35-4888

（月曜休館）

　森の中でまいごになったヘンゼルとグレーテル！森の中にはきけんがいっぱい……!?

　劇団フジと、山梨市のこどもたちがおくる、歌とおどりの楽しいミュージカルです！

　■日　時　　8 月 21 日（日）　開演　午前の部 11 時

　　　　　　　午後の部 2 時　開場各 30 分前

　■入場料　　全席自由　おとな 1,000 円　

　　　　　　　こども（中学生以下）500 円

　■チケット発売　7 月 16 日（土）午前９時から、

　　　　　　　山梨市花かげホール・市民会館にて発売開始！

　■主　催　　山梨市教育委員会

　■助　成　　財団法人　地域創造

ファミリーミュージカル「ヘンゼルとグレーテル」

「花かげ子ども音楽会」を開催します

　音楽を愛する子どもたちによる演奏発表会です。未来の音楽家たちをぜひ応援してください！

　■日　時　平成 17 年 8 月 7 日（日）　午前 11 時 30 分開場　正午開演

　■会　場　山梨市花かげホール　■入場料　無料

「なごり雪」などの数々の名曲でおなじみのイルカさんが山梨市

花かげホールにやってきます。秋のひととき、楽しいトーク＆

ライヴをぜひ、お楽しみください！

■日　時　10 月７日（金）

　　　　　開場　午後 6 時　開演 午後 6 時 30 分

■入場料　全席指定 一　　般 2,000 円　

18 歳以下 1,500 円

　＜この公演の入場料は、宝くじからの助成により

　通常料金の約半額になっています＞

　※未就学児の入場はお断りします※

　※チケット購入はお一人様３枚までとさせていただきます※

■ チケット発売開始　9 月 6 日（火）午前 9 時より

■取り扱い場所　山梨市花かげホール

主催：山梨市・山梨市教育委員会・山梨県・

（財）自治総合センター

宝くじ文化公演「イルカ　トーク＆ライヴ」

★本番に向けて、ただいま練習中！
　このミュージカルには、オーディションに受かった山梨市の

子どもたちが出演します。

　本番まであと少し、ただいま猛練習中です。みなさんぜひ、

観に来てくださいね！（写真は練習風景）






